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【傾向と分析】 

 令和７年度に実施された国語の学力調査において、本校の平均正答率は 55％となり、全国平均

（54.3％）をやや上回る結果となった。都平均（57％）と比べても大きな差はなく、全体として

安定した成果が見られた。特に、全体の約 4分の 1の生徒が高得点を記録しており、文章の読み

取りや言葉の理解において力を発揮している。また、8〜9問正答した生徒が最も多く、基礎的な

力をしっかり身につけている様子が見られる。 

 

【改善に向けた取組】 

中間層及び上位層に対しては、発展的課題への挑戦を促し、記述力や批判的読解力を育む課題

を通じて、さらなる学力向上を図る。また、低得点層へは、基礎力の強化のため、語彙・文構造

の理解を中心とした指導をするとともに、音読などの活動を通じて、読解の土台の強化を図る。 

令和７年度全国学力・学習状況調査

調査結果概況　［国語］
武蔵野市立第三中学校

生徒数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

武蔵野市立第三中学校 80 7.7 / 14 55 8.0 3.0

東京都（公立） 70,618 8.0 / 14 57 8.0 2.7

全国（公立） 870,560 7.6 / 14 54.3 8.0 2.7

正答数分布グラフ（横軸：正答数　縦軸：割合）

生徒数

本 校 本 校
東京都

（公立）
全国

（公立）

１４問 0 0.0 0.6 0.4

１３問 3 3.8 2.6 1.9

１２問 5 6.3 6.1 4.5

１１問 8 10.0 9.6 7.9

△ １０問 6 7.5 12.4 11.1

９問 11 13.8 14.2 13.4

◇ ８問 12 15.0 14.2 14.1

７問 13 16.3 12.5 13.1

▽ ６問 4 5.0 9.8 11.1

５問 6 7.5 7.1 8.5

４問 1 1.3 5.0 6.1

３問 6 7.5 3.0 4.0

２問 4 5.0 1.8 2.4

１問 1 1.3 0.9 1.1

０問 0 0.0 0.3 0.4

本 校
東京都

（公立）
全国

（公立）

10.0問 10.0問 10.0問

8.0問 8.0問 8.0問

6.0問 6.0問 6.0問

正答数

・以下の集計値／グラフは、４月１７日に実施した調査の結果を、生徒を対象として集計した値である。
※ただし、４月１７日に調査を実施していない学校については、４月１８日以降４月３０日までに実施した調査の結果を集計した値とする。

平均正答数

正答数集計値

割合(％)

※今回の調査での四分位は以下の通りでした。

△　第３四分位

◇　第２四分位

▽　第１四分位
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【傾向と分析】 

本校生徒の平均正答数は８.０問（１５問中）、平均正答率は５３％であった。これは東京都

の平均と一致しており、全国平均（７.２問、４８.３％）を上回る結果となった。一方で、基礎

的な内容の定着に課題がある生徒も一定数確認された。以上のことから、本校の数学における学

力は全体として安定しており、特に上位層の成果が顕著であるが、基礎的な内容の理解に課題の

ある生徒への支援が必要であると考える。 

 

【改善に向けた取組】 

 上位層へは、応用的な課題や発展的な内容を取り入れ、思考力・表現力を育成する授業を充実

させる。中間層に対しては、復習を中心とした演習やグループ学習等を通じて、理解の深まりと

定着を図る。下位層に対しては、少人数指導の特性を生かし、生徒一人一人の基礎力の定着に向け

た教材の提示と支援を行う。 

令和７年度全国学力・学習状況調査

調査結果概況　［数学］
武蔵野市立第三中学校

生徒数 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

武蔵野市立第三中学校 80 8.0 / 15 53 8.0 4.3

東京都（公立） 70,646 8.0 / 15 53 8.0 4.3

全国（公立） 871,097 7.2 / 15 48.3 7.0 4.2

正答数分布グラフ（横軸：正答数　縦軸：割合）

生徒数

本 校 本 校
東京都

（公立）
全国

（公立）

１５問 3 3.8 4.3 3.4

１４問 7 8.8 7.1 5.4

１３問 7 8.8 7.7 6.0

△ １２問 5 6.3 7.4 6.1

１１問 4 5.0 6.9 6.1

１０問 6 7.5 6.8 6.1

９問 5 6.3 6.7 6.3

◇ ８問 5 6.3 6.6 6.6

７問 11 13.8 6.8 7.1

６問 5 6.3 6.8 7.5

５問 1 1.3 6.9 7.8

▽ ４問 5 6.3 6.9 8.0

３問 6 7.5 6.7 8.0

２問 2 2.5 5.6 7.2

１問 4 5.0 4.4 5.6

０問 4 5.0 2.3 3.0

本 校
東京都

（公立）
全国

（公立）

12.0問 12.0問 11.0問

8.0問 8.0問 7.0問

4.0問 4.0問 4.0問

・以下の集計値／グラフは、４月１７日に実施した調査の結果を、生徒を対象として集計した値である。
※ただし、４月１７日に調査を実施していない学校については、４月１８日以降４月３０日までに実施した調査の結果を集計した値とする。

※今回の調査での四分位は以下の通りでした。

△　第３四分位

◇　第２四分位

▽　第１四分位

平均正答数

正答数

正答数集計値

割合(％)
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※ＩＲＴ（Item Response Theory：項目反応理論）とは、単なる正答数ではなく、問題の難易度や識別

力を考慮して算出される学力指標で、得点の高さだけでなく、どのような問題に正答したか

をもとに、より精緻に学力を測定することができる。 

 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査

調査結果概況　［理科］
武蔵野市立第三中学校

平均正答数集計値

武蔵野市立第三中学校 / 6 / 4

東京都（公立） / 6 / 4

全国（公立） / 6 / 4

全国（公立） / 4 / 4 / 4 / 4
IRTスコア集計値

武蔵野市立第三中学校

東京都（公立）

全国（公立）

IRTスコア分布グラフ（パーセンタイル値：10%,25%,50%,75%,90%）

IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド　縦軸：割合） IRTバンド集計値

本 校
東京都

（公立）
全国

（公立）
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IRTバンド分布比較

平均正答数【５】､【８】

2.1

1.9

1.9

・以下の集計値／グラフは、４月１４日から４月１７日に実施した調査の結果を、生徒を対象として集計した値である。
※ただし、４月１４日から４月１７日に調査を実施していない学校については、４月１８日以降４月３０日までに実施した調査の結果を集計した値とする。
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【傾向と分析】 

  本校生徒の平均正答数は 3.2問（ 6問中 ）であり、東京都平均（ 2.9問 ）を上回る結果と

なった。標準偏差は 1.4で、都平均と同程度であることから、得点のばらつきは平均的であると

考えられる。また、設問 5・8（観察・実験に基づく考察を問う問題）においても、本校は 2.1問

（ 4問中 ）の正答を得ており、東京都および全国平均（ いずれも 1.9問 ）を上回っている。

これらの結果から、体験的な学習活動や、自然現象への理解を深める授業が一定の成果を上げて

いるといえる。 

ＩＲＴスコアにおいても、本校平均は 513と、東京都（ 506 ）および全国（ 503 ）を上回って

いる。パーセンタイル値においても、50％値（中央値）が 511と高く、全体として安定した学力

分布を示している。さらに、IRTバンド分布では、バンド 4以上の生徒が 32.9％を占めており、

東京都（26.9％）や全国（26.5％）と比較しても高い割合となっている。バンド 1（最下位層）

の生徒が 0％であった点も注目すべき成果である。 

 

【改善に向けた取組】  

本校では、観察・実験を中心とした授業を通じて、自然現象への関心と理解を育むことを重視

してきた。今回の調査結果から、これらの取組が生徒の思考力・判断力を育成することができた

といえる。今後は、個別支援の充実を図り、ＩＲＴバンド 2以下の生徒に対しては、基礎的な内容

の定着を図る課題の提示及び学習支援を計画的に行う。 


